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便利なアプリのご紹介

●スマホが通帳代わりに使えて便利！

●振込機能はないから詐欺の心配も不要！

●投資信託口座開設、残高照会、購入・

　売却もできる！

ＪＡバンクアプリ
手軽に管理できるぞう。

ダウンロードは
こちらから！

●振込・振替、定期貯金口座の開設も

　カンタン！

●登録情報の変更手続きもできる！

●ローンの明細照会、繰上返済が

　スマホでできる！

ＪＡバンクアプリ プラス
いつでも手続きできるぞう。

ダウンロードは
こちらから！

https://www.ja-nishikasugai.com/https://www.ja-nishikasugai.com/
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米
の
概
算
金
支
払
は
一
般
的
な

取
引
な
の
か
。
　
　
　
　
　（
清
洲
）

　
米
の
販
売
方
法
は
、
出
荷
時
に
概
算

金
を
支
払
い
、
翌
年
ま
で
の
販
売
状
況

に
応
じ
て
精
算
を
行
う
委
託
販
売
が
主

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
組
合
で
は
、Ｊ
Ａ
が
米

を
直
接
買
い
入
れ
る
買
取
販
売
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
買
取
販
売
は
販
売
代
金
が
早
期
に
精
算

さ
れ
、
経
営
の
見
通
し
が
立
て
や
す
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

QA
　
米
の
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、Ｊ

Ａ
へ
の
集
荷
が
減
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　（
清
洲
）

　
令
和
５
年
度
と
令
和
６
年
度
を
比
較

す
る
と
、
カ
ン
ト
リ
ー
利
用
者
は
同
程

度
で
し
た
が
、
令
和
６
年
産
米
は
不
作

に
よ
り
集
荷
量
は
減
少
し
ま
し
た
。

QA
　
令
和
７
年
産
米
が
３
等
米
に

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
春
日
・
青
山
）

　
夏
場
の
高
温
の
影
響
に
よ
り
高
温
障

害
が
発
生
し
、
白
未
熟
粒
や
胴
割
れ
米

が
多
く
な
り
、
整
粒
歩
合
が
低
下
し
た

こ
と
が
原
因
で
す
。

QA
　
高
温
障
害
に
強
い
新
し
い
品
種

を
取
り
扱
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
春
日
・
青
山
）

　
早
生
の
高
温
耐
性
品
種
「
あ
い
ち
の

こ
こ
ろ
」
を
令
和
９
年
産
か
ら
導
入
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

QA
　
貸
借
対
照
表
の
借
入
金
は
な
に

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
師
勝
）

　
新
規
就
農
者
へ
農
業
制
度
資
金
を
転
貸

す
る
た
め
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
借

り
入
れ
た
資
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

QA
　
今
後
金
利
が
上
昇
し
た
場
合
に

債
券
の
減
損
損
失
を
計
上
す
る
こ

と
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
上
半
期
貸

借
対
照
表
の
評
価
換
算
・
差
額
等
の
内
容
を

教
え
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　（
清
洲
・
師
勝
）

　
現
時
点
に
お
い
て
、
保
有
す
る
有
価

証
券
に
つ
い
て
減
損
損
失
の
計
上
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
金
利
水
準

の
変
化
に
よ
り
減
損
損
失
の
計
上
が
必
要
な
状

況
に
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

貸
借
対
照
表
で
は
、
保
有
す
る
有
価
証
券
の
う
ち
、

そ
の
他
有
価
証
券
の
評
価
差
額
△
6
5,
2
9
8

千
円
に
繰
延
税
金
資
産
1
8,
6
1
0
千
円
を
加

算
し
た
額
△
4
6,
6
8
8
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。 QA

　
上
半
期
損
益
計
算
書
の
事
業
外

費
用
の
増
加
要
因
は
、
50

周
年
記

念
事
業
に
よ
る
も
の
と
説
明
が
あ
っ

た
が
、
下
半
期
は
業
績
が
改
善
す
る
見
通
し

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
清
洲
）

　
下
半
期
は
上
半
期
と
比
較
し
て
事
業

外
費
用
が
減
少
し
、
利
益
が
改
善
す
る

見
通
し
で
す
が
、
金
利
上
昇
や
計
画
外

の
施
設
修
繕
に
よ
り
利
益
が
減
少
す
る
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
定
し
た
利
益
が

確
保
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

QA
　
事
業
費
用
が
増
え
た
理
由
は
な

に
か
。
　
　
　       

　
　
　（
青
山
）

　
信
用
事
業
に
お
い
て
、
金
利
が
上
昇

し
、
貯
金
利
息
が
増
加
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。

QA
　
貸
金
庫
を
や
め
る
理
由
を
教
え

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
今
後
こ
の
よ

う
な
事
は
、
も
っ
と
早
く
案
内
し
て

ほ
し
い
。
　
　
　
　               

　
　（
師
勝
）

　
系
統
金
融
機
関
向
け
の
総
合
的
な
監

督
指
針
の
改
正
に
伴
い
、
不
祥
事
未
然

防
止
及
び
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

等
へ
の
対
策
に
よ
り
、
J
A
バ
ン
ク
で
は
貸
金

庫
業
務
の
管
理
体
制
を
強
化
し
、
貸
金
庫
の
利

用
中
に
常
時
職
員
の
立
ち
合
い
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
当
組
合
の
人
員
体
制
で
は
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
困
難
に
な
る
と
判
断
し
、
貸
金
庫
業

務
の
廃
止
を
決
定
し
ま
し
た
。
業
務
終
了
日
の

５
か
月
前
の
ご
案
内
と
な
り
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

QA

　
農
林
中
央
金
庫
の
経
営
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。    

（
清
洲
）

　
農
林
中
央
金
庫
の
令
和
７
年
度
上
半

期
決
算
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
黒
字

と
強
固
な
収
益
基
盤
の
確
立
に
向
け
た

取
組
の
進
展
に
よ
り
、
連
結
ベ
ー
ス
で
８
４
６

億
円
の
黒
字
と
な
り
、
通
期
に
つ
い
て
も
３
０

０
億
円
か
ら
７
０
０
億
円
程
度
の
黒
字
と
な
る

見
通
し
で
す
。
ま
た
、
令
和
７
年
３
月
に
当
組

合
を
含
む
県
下
Ｊ
Ａ
か
ら
愛
知
県
信
連
に
実
施

し
た
増
資
資
金
を
原
資
に
、
愛
知
県
信
連
が
農

林
中
央
金
庫
の
資
本
増
強
に
協
力
し
て
お
り
、

信
用
格
付
は
維
持
、
自
己
資
本
比
率
に
つ
い
て

も
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

QA
　
全
国
で
不
祥
事
が
多
く
発
生
し

て
い
る
が
、
当
Ｊ
Ａ
で
の
対
応
は

ど
う
し
て
い
る
か
。           

（
青
山
）

　
不
祥
事
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
支
店

長
等
の
管
理
者
と
情
報
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、
定
期
的
に
職
員
研
修
を
開
催

し
、
不
祥
事
の
未
然
防
止
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

QA
　
今
年
度
は
北
名
古
屋
市
商
工
会

と
共
催
で
商
工
農
祭
を
11

月
の
第

４
日
曜
日
に
開
催
す
る
が
、
次
年
度

以
降
の
開
催
時
期
は
ど
う
な
る
の
か
。   

（
青

  

今
年
度
は
会
場
確
保
の
都
合
に
よ
り

日
曜
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
北
名
古
屋

市
商
工
会
と
調
整
を
し
て
お
り
、
次
年

度
以
降
は
11
月
の
第
３
あ
る
い
は
第
４
土
曜
日

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

QA

　
女
性
役
員
の
登
用
状
況
を
教
え

て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　（
師
勝
）

　
当
組
合
の
現
在
の
女
性
役
員
は
６
名

で
す
。
当
組
合
で
は
女
性
役
員
の
登
用

を
促
進
し
て
お
り
、
全
役
員
の
15
%
以

上
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
地
区
で
の

次
期
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
女

性
役
員
選
出
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

QA
　
西
枇
杷
島
支
店
は
店
舗
再
編
の

対
象
候
補
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
川
）

　
西
枇
杷
島
支
店
に
つ
い
て
は
、
店
舗

再
編
基
準
の
貯
金
残
高
及
び
支
店
間
距

離
の
両
基
準
に
該
当
し
て
い
ま
す
が
、

役
員
選
出
区
域
内
に
は
支
店
を
１
つ
以
上
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
時
点
に
お

い
て
は
対
象
外
で
す
。
な
お
、
青
山
支
店
も
同

様
の
理
由
で
対
象
外
で
す
。 

QA

　
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

再
編
整
備
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

検
討
内
容
を
教
え
て
ほ
し
い
。（

青
山
）

　
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
再
編

整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
が
始

ま
っ
て
間
も
な
い
状
況
で
す
。
現
状
で

は
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
化
す
る
案
と
近
隣
J
A
の
施
設
を
利
用

す
る
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
第
８
次
中
期
計

画
の
期
間
中
に
は
結
論
を
出
す
予
定
で
す
。 

    

QA

　
保
有
米
の
白
米
へ
の
換
算
量
が

大
幅
に
減
少
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
師
勝
）

　
従
来
は
玄
米
１
俵
60
㎏
あ
た
り
白
米

54
㎏
で
換
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年

の
気
候
変
動
に
よ
り
米
の
整
粒
歩
合
が

低
下
し
て
お
り
、
玄
米
１
俵
60
㎏
あ
た
り
白
米

50

㎏
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

QA

　
水
稲
の
直
播
栽
培
は
従
来
の
移

植
栽
培
と
比
べ
て
品
質
に
違
い
が

あ
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　（
春
日
）

　
収
穫
し
た
米
の
品
質
は
従
来
の
移
植

栽
培
と
比
較
し
て
も
遜
色
あ
り
ま
せ
ん
。

QA
　
特
定
農
作
業
委
託
（
全
面
委
託
）

の
取
扱
は
増
加
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
春
日
）

　
自
作
か
ら
特
定
農
作
業
委
託
に
移
行

す
る
耕
作
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

QA

　
実
行
組
合
の
構
成
員
が
減
少
し

て
お
り
、
運
営
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
。Ｊ
Ａ
は
実
行
組
合
の
運

営
に
直
接
関
与
し
な
い
方
針
と
の
こ
と
だ
が
、

実
行
組
合
の
存
続
に
向
け
て
協
力
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
新
川
・
西
枇
杷
島
）

　
実
行
組
合
は
当
組
合
の
運
営
上
、
総

代
及
び
役
員
の
選
出
母
体
と
し
て
最
も

重
要
な
協
力
組
織
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
可
能
な
限
り
存
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
当

組
合
と
し
て
も
、
実
行
組
合
の
存
続
に
向
け
て

相
談
で
き
る
体
制
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

QA
　
准
組
合
員
は
何
名
い
る
か
、
正

組
合
員
と
の
比
率
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西
枇
杷
島
）

　
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
准
組
合

員
の
数
は
4
,
7
9
6
名
で
す
。
正
組

合
員
が
2
,
7
8
9
名
で
す
の
で
、
准

組
合
員
は
約
２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
組
合

で
は
准
組
合
員
を
地
域
農
業
振
興
に
積
極
的
に

関
わ
る
地
域
農
業
応
援
団
と
し
て
位
置
付
け
て

お
り
、
正
組
合
員
と
准
組
合
員
が
一
体
と
な
っ

た
事
業
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

QA

　
総
代
会
資
料
が
総
代
会
の
事
前

と
事
後
に
２
回
送
ら
れ
て
き
た
が
、

費
用
の
無
駄
な
の
で
事
後
の
分
は
送

る
の
を
や
め
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　（
新
川
）

　
総
代
の
方
に
は
総
代
会
開
催
前
に
資

料
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
総

代
会
終
了
後
に
は
出
資
配
当
金
の
通
知

に
併
せ
て
、
全
て
の
正
組
合
員
に
資
料
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
。
出
資
配
当
金
の
通
知
に
併
せ

て
総
代
の
方
の
み
資
料
を
梱
包
し
な
い
扱
い
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
梱
包
ミ
ス
が
発
生
し
や
す

く
な
る
上
、
資
料
を
作
り
分
け
る
こ
と
に
つ
い

て
別
途
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、
今
後

も
従
来
ど
お
り
の
送
付
方
法
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

QA

　
農
地
中
間
管
理
事
業
は
ど
の
よ

う
な
契
約
方
法
を
と
っ
て
い
る
の

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西
春
）

　
借
り
手
と
相
談
し
、
使
用
貸
借
又
は

賃
貸
借
に
よ
る
契
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。

QA
　
畦
畔
の
草
刈
り
費
用
は
ど
の
程

度
か
か
る
か
。
　
　
　
　
　（
西
春
）

　
対
象
農
地
の
面
積
や
廃
棄
す
る
草
の

量
で
料
金
が
異
な
り
ま
す
。
個
別
に
見

積
書
を
作
成
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 QA

　ＪＡ西春日井は昨年１１月、管内７地区において地区別代表

者集会を開催し、総代・各組織代表の皆さまから、組織運営に

対するご意見・ご質問を多数いただきました。 

　本号では、その主な内容と回答をご報告いたします。 

　組合員皆さまとの対話は、組織運営において欠かすことの

できない重要取組事項です。当ＪＡは、皆さまからいただいた

貴重な「声」を真摯に受け止め、今後に生かしてまいります。 

特集
地区別代表者集会の主なご意見・ご要望と回答

※回答は、地区別代表者集会開催時の内容となりますのでご了承ください。
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みのりん通信NEWS & TOPICS みのりん通信 みのりん通信
落語でセミナー

ＪＡ西春日井キャピタル部会

　
営
農
部
は
12
月
23
日
、
ア
グ
リ
マ
ル
シ
ェ
は
る

ひ
隣
の
営
農
倉
庫
で
し
め
縄
教
室
を
開
き
、
９
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
し
め
縄
に
は
、
青
刈
り
と
乾
燥
を
行
い
準
備
し

た
専
用
の
ワ
ラ
を
使
用
。
営
農
部
職
員
が
講
師
を

務
め
、
玄
関
用
の
し
め
飾
り
や
神
棚
に
飾
る
し
め

縄
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
講
師
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、

お
互
い
に
声
を
掛
け
教
え
あ
う
な
ど
し
て
作
業
を

進
め
、
開
始
か
ら
１
時
間
ほ
ど
で
思
い
の
こ
も
っ

た
し
め
縄
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

﹁より﹂に思いを込めて

しめ縄教室

▲ワラをよる作業に挑戦する参加者

　
清
須
市
の
新
川
高
校
で
12
月
11
日
、
自
転
車
交

通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
通
学
や
日
常
生
活
に
お
い
て
自
転
車

の
利
用
頻
度
が
高
い
学
生
を
対
象
に
Ｊ
Ａ
共
済
が

実
施
す
る
地
域
貢
献
活
動
の
取
組
で
、
誤
っ
た
自

転
車
走
行
に
伴
う
交
通
事
故
の
再
現
に
よ
り
危
険

性
を
疑
似
体
験
し
、
交
通
安
全
へ
の
意
識
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
西
枇
杷
島
警
察
署
交
通
課

と
連
携
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
川
高
校
の
生
徒
と
教
職
員
関
係
者
は
、
ス
タ

ン
ト
マ
ン
に
よ
る
自
転
車
事
故
の
実
演
を
見
学
し
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
「
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な

ら
な
い
」
走
行
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

守ろう！自転車の運転ルール！

新川高校で交通安全教室

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
各
支
店
は
12

月
15

日
、
特
殊
詐

欺
未
然
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
殊
詐
欺
に
加
え
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
投
資
詐

欺
や
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
な
ど
に
よ
る
被
害
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
が
店
頭
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー

ナ
ー
の
利
用
者
に
声
を
か
け
、
地
域
特
産
の
宮
重

大
根
と
啓
発
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　
西
枇
杷
島
支
店
で
は
、
西
枇
杷
島
警
察
署
生
活

安
全
課
や
愛
知
県
警
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
も

加
わ
り
、
利
用
者
に
「
知
ら
な
い
番
号
や
数
字
の

先
頭
に
＋
が
つ
い
た
番
号
か
ら
の
電
話
に
は
出
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
、
支
店
の
職
員
と

連
携
し
て
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特殊詐欺を大根絶！

特産野菜﹁宮重大根﹂で啓発活動

▲啓発活動の様子（西枇杷島支店）▲自転車事故の実演を見学する高校生ら▲久茶さんの落語に聞き入る参加者

NEWS & TOPICS みのりん通信
　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
キ
ャ
ピ
タ
ル
部
会
は
12
月
17
日
、

西
春
支
店
で
相
続
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、

会
員
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
37
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
招
い
た
の
は
、
高
座
名
『
こ
こ
ろ
亭
久
茶
』

こ
と
、
行
政
書
士
き
ざ
き
法
務
オ
フ
ィ
ス
代
表
の

木
﨑
海
洋
さ
ん
。
久
茶
さ
ん
は
、「
落
語
で
学
ぶ
相

続
と
終
活
」
を
テ
ー
マ
に
、
業
務
の
経
験
を
も
と

に
し
た
相
続
や
資
産
継
承
の
問
題
、
対
策
方
法
な

ど
を
例
に
あ
げ
、
落
語
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
久
茶
さ
ん
の
軽
快
な
口
調
に
時
折

笑
い
声
を
上
げ
な
が
ら
、
明
る
く
前
向
き
な
相
続

と
終
活
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　
営
農
部
は
12
月
10
日
、
管
内
の
生
産
者
を
対
象

と
し
た
エ
ダ
マ
メ
栽
培
講
習
会
を
西
春
支
店
で
開

き
ま
し
た
。

　
尾
張
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
及
課
の
職

員
を
講
師
に
招
き
、
令
和
７
年
の
栽
培
環
境
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
次
期
作
に
向
け
た
播
種
時
期
検

討
の
必
要
性
や
カ
メ
ム
シ
な
ど
に
よ
る
病
害
虫
被

害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
は
、
育
苗
時
の
高
温
・
乾
燥
障

害
に
関
す
る
説
明
に
も
耳
を
傾
け
、
メ
ー
カ
ー
が

推
奨
す
る
対
策
用
資
材
の
特
徴
や
施
用
時
期
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

エダマメ栽培講習会

▲講習会の様子

　
12
月
、
名
古
屋
市
熱
田
区
の
熱
田
神
宮
境
内
で

熱
田
神
宮
豊
年
講
と
Ｊ
Ａ
愛
知
中
央
会
主
催
の
第

73
回
農
林
畜
産
物
品
評
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
１
，
９
１
７
点
の
応
募
が
あ
り
、

農
産
・
蚕
糸
、
園
芸
、
畜
産
、
林
産
の
各
分
野
に

お
い
て
技
術
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
管
内
か
ら
は
生
産
者
27
人
が
合

計
69

点
を
出
品
。
審
査
の
結
果
、
11

点
が
入
賞
の

成
績
を
収
め
、
北
名
古
屋
市
の
池
山
鉦
一
さ
ん
が

「
ね
ぎ
」
で
名
古
屋
市
長
賞
を
、
清
須
市
の
小
川
栄

一
さ
ん
が
「
ハ
ク
サ
イ
」
で
熱
田
神
宮
豊
年
講
総

代
賞
を
、
清
須
市
の
加
藤
勲
さ
ん
が
「
小
松
菜
」

で
熱
田
神
宮
み
の
り
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 令和７年

度　
農業感謝祭

第
73回農林畜産物品評会

▲熱田神宮会館で行われた表彰式の様子（12月19日）

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
産
地
維

持
を
目
指
し
、
地
域
の
生
産
者
協
力
の
も
と
試
験

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
種
苗
メ
ー
カ
ー
提
供
の
７
品
種

が
栽
培
さ
れ
、
野
菜
予
冷
施
設
に
お
い
て
12
月
25
日
、

関
係
者
14
名
に
よ
る
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
立
毛
の
様
子
、
収
量
・
品
質
な
ど
を

各
審
査
員
が
総
合
的
に
判
断
。
集
計
の
結
果
、
上

位
３
品
種
が
発
表
さ
れ
、
提
供
し
た
種
苗
メ
ー
カ
ー

が
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

生産性向上目指し７品種を試験栽培

ホウレンソウ拠点調査ほ事業

▲審査の様子

　
清
須
市
春
日
宮
重
大
根
純
種
子
保
存
会
は
12
月

18
日
、
野
菜
予
冷
施
設
に
お
い
て
次
期
作
に
向
け

た
種
子
採
取
用
の
母
本
選
抜
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
は
、
清
須
市
や
尾
張
農
林
水
産

事
務
所
農
業
改
良
普
及
課
の
職
員
が
見
守
る
中
、

床
に
並
ん
だ
数
々
の
宮
重
大
根
に
つ
い
て
姿
・
形

を
吟
味
。
種
子
採
取
用
と
し
て
一
人
当
た
り
５
本

の
宮
重
大
根
を
選
び
出
し
ま
し
た
。

　
同
保
存
会
は
今
後
、
母
本
か
ら
採
取
し
た
種
の

選
別
を
経
て
良
質
な
種
を
十
分
に
確
保
し
、
保
存

と
普
及
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

次期作に向けて母本選抜

清須特産﹃宮重大根﹄

▲母本選抜の様子

・・
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まつり
（８歳・♀）

師勝支店管内

加藤　悦成さん・雪江さんのお孫さん
　　　　　　　えつなり　　　　　　ゆき　え

依藤　凪生くん　５歳
★好きな食べ物：みたらし団子
★お気に入り　：ふわふわのブランケット
★好きな遊び　：ポケモンのゲーム

依藤　紡生くん　１歳
★好きな食べ物：バナナ
★お気に入り　：おもちゃのお金
★好きな遊び　：おままごと

つむ　ぎ

な　ぎよりふじ

兄弟仲良く、感謝の気持ちを素直に

伝えられる子に育ってほしいです�

ーご家族からのメッセージー

ウチの人気者　！

春日支店管内
飼い主：林　礼子さん

ウチの人気者　！

　飼いはじめたきっかけ

　―　保護施設を訪れた際、以前飼っていた子
と同じ犬種に出会い、わが家に迎えました。 

　性格

　―　おとなしくて甘えん坊です。 
　好きな食べ物

　―　何でもよく食べてくれます。ヨーグルトも
好きです。

　可愛いしぐさ

　―　たまにするケンケンです。 
　飼い主さんからひと言

　―　いつまでも元気でいてね�

農をつなぐ

ミニチュア・シュナウザー

れい　こ

　ＪＡ西春日井は、農地の保全と地域農業の担い手育成を図ることを目的にアグリスクールを開

講しています。

　令和７年度は９期生１１名が参加し、講師を務める当ＪＡの営農指導員と同スクールを卒業した

補助員のサポートを受けながら、農業技術の習得に取り組んでいます。

　カリキュラムの中では、栽培した野菜の販売体験も行い、生産者としての将来を見据えた実習

も取り入れるなど、担い手の育成に力を注いでいます。

ＪＡ西春日井 アグリスクール

▲１２月２７日開催 採れたて朝市の様子

▲実習の準備をする補助員

◀就農の経緯や現在の取組について説明する卒業生

　その成果として受講を機にＪＡ西春日井産直部会に登録し、生産者として活躍の場を広げる人も

年々増加。一方、アグリスクールでは、卒業生が補助員として力

を発揮し、講師やスクール生へのサポートを通じて経験を重ねな

がら、自身の農業技術をさらに高めています。

　こうした取組が地域農業の振興に向けた足掛かりとなってい

ます。
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花
贈
り
・
花
飾
り
カ
レ
ン
ダ
ー

尾
張
農
林
水
産
事
務
所
　
農
業
改
良
普
及
課

技
師
　
浅
田
　
陽
子

　
花
の
観
賞
は
心
身
の
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
、
花
を
飾
る
こ
と
は
、
日
々
の
生
活
に

ゆ
と
り
と
活
力
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　
日
本
に
は
、
花
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
が
年
間
を
通

じ
て
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
定
番
の
イ
ベ
ン
ト
・

行
事
か
ら
比
較
的
新
し
い
も
の
ま
で
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
花
の
効
果
を
感

じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

□
愛
妻
の
日
（
１
月
31
日
）

　
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、

花
束
を
贈
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
１

月
31
日
は
﹁
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
贈
る
日
﹂
で
も
あ
り
ま
す
。

﹁
思
い
や
り
﹂
の
花
言
葉
を
も
つ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、
こ

の
日
に
贈
る
花
と
し
て
お
す
す
め
で
す
。

□
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
（
２
月
14
日
）

　
日
本
で
は
﹁
女
性
か
ら
男
性
へ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
愛

を
伝
え
る
﹂
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
で

す
が
、
世
界
に
お
い
て
は
大
切
な
人
へ
愛
や
感
謝
を
伝

え
合
う
日
で
あ
り
、
欧
米
で
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に

加
え
て
花
を
贈
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
１
〜
２
月

は
切
り
花
の
消
費
が
他
の
月
に
比
べ
て
少
な
い
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
花
き
業
界
が
﹁
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ

イ
ン
︵
F
V
︶﹂
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

贈
る
花
と
し
て
は
、
バ
ラ
、
ガ
ー
ベ
ラ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。
特
に
バ
ラ
は
、
愛
を
象
徴

す
る
花
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
花
の
色
や
本
数
に

よ
っ
て
も
花
言
葉
が
違
う
の
で
、
あ
な
た
の
気
持
ち
に

ぴ
っ
た
り
の
バ
ラ
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

□
ミ
モ
ザ
の
日
（
３
月
８
日
）

　
３
月
８
日
は
﹁
国
際
女
性
デ
ー
﹂
で
す
。
イ
タ
リ
ア

で
は
﹁
ミ
モ
ザ
の
日
﹂
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
普
段

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
女
性
に
旬
の
ミ
モ
ザ
を
贈
る
風

習
が
あ
り
ま
す
。
ミ
モ
ザ
を
は
じ
め
と
し
た
﹁
幸
せ
の

黄
色
い
花
﹂
を
大
切
な
家
族
や
友
達
に
、
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
卒
業
・
退
職
・
入
学
・
就
職
（
３
月
、
４
月
）

　
人
生
の
節
目
に
は
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
新
生
活
を
花
で
応
援
し
ま
し
ょ

う
。
春
が
旬
の
花
束
や
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
の
ほ
か
、
長
く
楽
し
め
る
観
葉

植
物
な
ど
も
大
切
な
日
を
思
い
出
す

ア
イ
テ
ム
と
な
る
た
め
お
す
す
め
で
す
。

□
母
の
日
（
５
月
第
２
日
曜
日
）

　
日
本
で
は
、
花
を
贈
る
日
と
し
て
最
も
有
名
な
日
で
す
。

定
番
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、
最
近
で
は
ア
ジ

サ
イ
を
贈
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、﹁
幸
福
が

飛
ん
で
く
る
﹂
と
い
う
花
言
葉
を
も
つ
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン

な
ど
も
贈
る
花
と
し
て
お
す
す
め
で
す
。

□
ロ
ー
ズ
の
日
（
６
月
２
日
）

　
６
と
２
の
語
呂
合
わ
せ

で
﹁
ロ
ー
ズ
﹂
と
読
め
る

こ
と
か
ら
、
６
月
２
日
は

﹁
ロ
ー
ズ
の
日
﹂
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
家
族
や
友
人

な
ど
大
切
な
人
に
あ
り
が

と
う
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

頑
張
る
自
分
に
お
つ
か
れ

さ
ま
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

バ
ラ
を
贈
り
、
感
謝
を
伝

え
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

品
種
に
よ
っ
て
、
色
や
形
、

香
り
が
多
彩
な
バ
ラ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
重
陽
の
節
句
（
９
月
９
日
）

　﹁
桃
の
節
句
﹂
や
﹁
端
午
の
節
句
﹂
な
ど
の
﹁
五
節
句
﹂

の
一
つ
で
、
長
寿
を
願
う
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
別
名
﹁
菊

の
節
句
﹂
と
も
呼
ば
れ
、
古
来
は
キ
ク
の
花
を
浮
か
べ

た
菊
酒
を
飲
み
長
寿
を
祈
る
風
習
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

愛
知
県
で
生
産
が
盛
ん
な
キ
ク
を
飾
っ
て
、
長
寿
や
無

病
息
災
を
祈
願
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

︻
参
考
︼

〇
花
の
王
国
あ
い
ち
県
民
運
動
実
行
委
員
会
Ｈ
Ｐ

〇
花
の
国
日
本
協
議
会
Ｈ
Ｐ

　

シ
ュ
ン
ギ
ク
の
生
育
適
温
は
15
～
20
度
と

冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
一
般
に
は
春
（
３
～

５
月
）
と
秋
（
９
～
11
月
）
が
栽
培
適
期
で

す
が
、
早
春
ま
き
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
は
春

か
ら
初
夏
の
収
穫
を
楽
し
め
ま
す
。

［
品
種
］
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
種
類
は
、
葉
の
大

き
さ
や
切
り
込
み
の
入
り
方
に
よ
り
実
用
品

種
で
は
中
葉
種
と
大
葉
種
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

中
葉
種
は
切
り
込
み
が
あ
り
、
香
り
が
強
く
、

摘
み
取
り
栽
培
に
適
し
た
節
間
の
伸
び
や
す

い
品
種
（
株
立
ち
型
）
で
は
、「
さ
と
ゆ
た
か
」

（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、「
き
わ
め
中
葉
春
菊
」（
タ

キ
イ
種
苗
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
抜
き
取
り

栽
培
に
適
し
た
側
枝
の
発
生
の
多
い
品
種

（
株
張
り
型
）
で
は
、「
さ
と
に
し
き
」（
サ

カ
タ
の
タ
ネ
）、「
菊
次
郎
」（
タ
キ
イ
種
苗
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

大
葉
種
は
葉
が
大
き
く
厚
み
が
あ
り
、
切

り
込
み
は
浅
く
、
苦
さ
が
少
な
い
品
種
で
、

「
菊
之
助
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
お
た
ふ
く
春

菊
」（
中
原
採
種
場
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
種
ま
き
２
週
間
前
に
、
１
平

方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
散
布
し
、

深
く
耕
し
て
お
き
ま
す
。

　

１
週
間
前
に
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分

10
％
）
１
０
０
ｇ
と
完
熟
堆
肥
１
、
２
㎏
を

散
布
し
て
土
と
混
ぜ
、
ベ
ッ
ド
幅
70
～
80
㎝

と
し
、
高
さ
５
㎝
程
度
の
平
畝
を
作
り
ま
す
。

［
種
ま
き
］
条
間
20

㎝
、
深
さ
１
㎝
程
度
の

浅
い
ま
き
溝
を
３
条
作
り
、
約
１
㎝
間
隔
で

種
ま
き
し
ま
す
（
図
１
）。
好
光
性
種
子
の

た
め
、
覆
土
は
ご
く
薄
く
か
け
ま
す
。
種
ま

き
後
、
十
分
に
灌
水
（
か
ん
す
い
）
し
、
発

芽
ま
で
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園

り
化
成
肥
料
50
ｇ
を
株
元
に
ば
ら
ま
き
、
土

寄
せ
し
ま
す
。

［
収
穫
］
中
葉
種
の
株
立
ち
型
は
、
草
丈
が

25
～
30
㎝
程
度
に
な
っ
た
ら
、
葉
４
、
５
枚

を
残
し
、
摘
み
取
り
収
穫
し
ま
す
。
以
後
、

伸
び
て
き
た
脇
芽
の
葉
を
２
、
３
枚
残
し
て

切
り
取
り
ま
す
（
図
３
）。
中
葉
種
の
株
張

り
型
と
大
葉
種
で
は
、
草
丈
が
20
～
25
㎝
程

度
に
育
っ
て
き
た
ら
、
株
ご
と
抜
き
取
り
、

ま
た
は
株
元
か
ら
刈
り
取
っ
て
収
穫
し
ま
す

（
図
４
）。
な
お
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
は

晩
春
に
な
る
と
長
日
・
高
温
の
気
象
条
件
か

ら
と
う
立
ち
・
開
花
が
早
く
な
り
、
長
い
期

間
の
収
穫
は
で
き
ま
せ
ん
。

種
ま
き
後
に
ト
ン
ネ
ル
被
覆
し
て
、
中
に
幼

苗
を
保
護
す
る
た
め
の
不
織
布
を
べ
た
が
け

す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

［
ト
ン
ネ
ル
被
覆
と
換
気
］
中
間
地
や
暖
地

の
２
、
３
月
ご
ろ
は
ま
だ
夜
温
は
低
い
で
す

が
、
昼
間
の
ト
ン
ネ
ル
内
は
高
く
な
る
た
め
、

本
葉
１
、
２
枚
の
頃
か
ら
換
気
を
開
始
し
ま

す
。
フ
ィ
ル
ム
の
裾
を
開
閉
す
る
方
法
、
フ
ィ

ル
ム
に
穴
を
開
け
る
方
法
、
穴
開
き
フ
ィ
ル

ム
を
使
う
方
法
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。
生

育
後
半
に
ト
ン
ネ
ル
内
の
茎
葉
が
繁
茂
す
る

頃
に
は
ト
ン
ネ
ル
を
除
き
ま
す
。

［
間
引
き
・
追
肥
］
発
芽
後
、
本
葉
２
枚
の

頃
３
、
４
㎝
間
隔
に
間
引
き
、
株
元
に
軽
く

土
寄
せ
し
ま
す
。
こ
の
後
、
本
葉
５
、
６
枚

の
頃
に
、
株
立
ち
型
で
10
～
15
㎝
、
株
張
り

型
で
10
㎝
間
隔
に
間
引
き
、
１
平
方
ｍ
当
た

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

15

20

シ
ュ
ン
ギ
ク
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培　
品
種
の
使
い
分
け
に
留
意

（
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春さきどりセール

（令和7年12月25日開催）

☆休日ローン相談会　7日、14日、28日（西春支店）
☆法務相談のお申し込みは営農部開発相談課まで
　（要予約）TEL：0568-23-4056

（水）

（木）

（木）

（金）

（土）
（火）

（水）

（木）

農業所得決算指導会（師勝支店）

農業所得決算指導会（午前：師勝支店、午後：西春支店）

法務相談会（本店）

農業所得決算指導会（西春支店）

春さきどりセール
（アグリマルシェはるひ）

年金相談会（西春支店）

年金相談会（新川支店）

４日

５日

５日

　６日

　　１４日
～１７日

１８日

１９日

　ＪＡ西春日井管内の畑ではこの時期、春作に向け
た準備が始ります。
　地域特産のエダマメでは、早い方だとゴールデン
ウィークの出荷にあわせて2月上旬から種まきがス
タート。他にもトウモロコシやジャガイモの種まきな
ど、美味しい野菜を消費者に届けるため、農家の皆
さんは寒い中作業をされています。
　そうした様子を見ると、早く春が来てほしいと願わ
ずにはいられません。　　　　　　　　　　　　（ご）

編集後記

JA愛知厚生連
ともに、守り抜く。

看護学生対象 病院説明会開催情報

2月

生産者直送の新鮮野菜が盛りだくさん！
セール期間中だけのお値打ち品も多数
ご用意し、ご来店をお待ちしております。

生産者直送の新鮮野菜が盛りだくさん！
セール期間中だけのお値打ち品も多数
ご用意し、ご来店をお待ちしております。

アグリマルシェ

ＪＡ西春日井　農産物直売所

アグリマルシェ

２月14日㊏～２月17日㊋２月14日㊏～２月17日㊋

ＪＡ西春日井　農産物直売所

春さきどりセール春さきどりセール
〈セール期間〉〈セール期間〉

　ＪＡ西春日井では、組合員・ご利用者の皆さまに

日頃の感謝をお伝えするための５０周年記念イベント

を開催しています。

　各ブロックが一体となって主催するもので、より多

くの方に楽しんでいただけるよう、それぞれが趣向を

凝らし取り組んでいます。
第 11 回

『ブロックイベント』

̶５０周年特別企画！̶

　産直販売は、雨天のため軽トラ市から店内販売へ変更となりましたが、多くの方にご来場いただき大盛況

でした。また、マジックショーでは、清須市出身のプロマジシャンＨＩＲＯＳＨＩさんが、観客を巻き込みな

がらカードやリング、ロープを使ったマジックをテンポよく披露し、会場を沸かせました。

　師勝・青山ブロックは、師勝支店と青山支店の２か所でイベントを開催しました。チラシを持参いただ

いた方限定企画の野菜詰め放題が人気で、皆さん楽しみながら限界に挑戦していました。また、同時開催

のアグリマルシェはるひ出張販売では、新鮮な地元野菜が好評。輪投げゲームを楽しむ様子も見られました。

▲地元生産者による産直販売 ▲マジックショー

正組合員である認定農業者の数 正組合員数

４名 2,790名

正組合員である認定農業者数の調査結果について

　令和８年６月総代会へ向けた次期役員改選手続きを進めるにあたり、農

業協同組合法施行規則76条の２第１項第２号に基づき、令和７年９月30

日基準で正組合員である認定農業者の数を調査した結果を公表します。

決議事項

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

全ての議案について原案の通り可決承認されました。

総代選挙の手続きについて

役員選任の手続きについて

従たる事務所（阿原支店）の廃止について

カントリーエレベーター監視システムの更新について

大口貸出の承認について

人事異動　◆採　用　※令和８年１月１日付
　　　　　　　吉田　梨乃 　　金融部信用課
　　　　　◆退　職　※令和７年１２月３１日付
　　　　　　　田代　夏海

開催日 申込方法

江南厚生病院（開催時間：9：00〜12：00）

２月２１日（土）
３月２８日（土）
４月１８日（土）

＊参加希望日の１週間前
　までに下記応募フォーム
　よりお申し込みください。

1day仕事体験の予約も受付中！
≪内容≫
◆病院概要の説明
◆先輩看護師とのグループトーク
◆院内見学

≪お問い合わせ先≫
ＪＡ愛知厚生連　江南厚生病院　看護管理室
江南市高屋町大松原137番地
TEL：0587-51-3332（直通）

▲応募フォーム

開催日 申込方法

稲沢厚生病院（開催時間：10：00〜11：30）

３月２８日（土）
４月１１日（土）
４月２５日（土）
５月  ２日（土）
５月１６日（土）

＊参加希望日の３日前まで
　に下記応募フォームより
　お申し込みください。
1day仕事体験の予約も受付中！

≪内容≫
◆病院概要、看護部、教育体制の
　説明
◆施設見学ツアー
◆質疑応答　など
≪お問い合わせ先≫
ＪＡ愛知厚生連　稲沢厚生病院
稲沢市祖父江町本甲拾町野7番地
TEL：0587-97-2131（代）

▲応募フォーム

2027年4月採用

清洲・春日ブロック　イベント開催のお知らせ

※イベントの詳細は、清洲支店・春日支店・アグリマルシェはるひに備え置きのチラシにてご確認ください！

　２月２１日（土）、アグリマルシェはるひ隣の営農倉庫にて、５０周年記念イベントを開催します。

　ぜひお立ち寄りください！
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